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自己紹介

古川 正紘（ふるかわ まさひろ）

大阪大学 大学院情報科学研究科・准教授

専門
錯覚を利用したヒューマンインタフェース

委員歴
2022.4- 日本バーチャルリアリティ学会 VR技術者認定制度 理事

2018.4- 日本バーチャルリアリティ学会 VR技術者認定制度 幹事

2015.4- 日本バーチャルリアリティ学会 IVRC実行委員会

2011.1- 国際学生対抗バーチャルリアリティコンテスト(IVRC) 実行委員

2007.4- 国際学生対抗バーチャルリアリティコンテスト(IVRC) 企画委員 (学生として)

2

https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784904490051/

VR技術者認定試験用教科書

無電源で実現可能な歩行者の交通整理手法

https://www.coronasha.co.jp/np/isbn/9784904490051/


本日の内容

1. インタラクティブ体験とは？

• 作品と体験者が相互作用することによって得られる体験

• 例えば「バーチャルリアリティ体験」など

2. 体験型の作品を制作する演習授業の紹介

• 狙い：Problem Based Learning

• 学習目標

• チーム作り，運営

3. 成果と課題

• 対外発表の実績

• 受講生の声

• 運営上の課題と知見
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作品制作(ものづくり)を行なう問題解決型の演習です．

企画書作成の方法，魅力あるプレゼンテーションを含む

企画・開発・広報まで一連の能力を身につけます．
演習内では IVRC (Interverse Virtual Reality Challenge) 等で対外的に発表することを目標に作品制作を行います

IVRC2023では 本演習の作品も受賞対象作品に選ばれました

IVRCの過去の作品例

インタラクティブ創成工学基礎演習A
インタラクティブ創成工学演習A

http://ivrc.net/archive/
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作品例1
2024年度作品紹介
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授業概要：座学を実学に

1. 受講対象学生

• 工学部・基礎工学部から情報科学研究科へ進学した学生

2. 年間スケジュール

• 4月〜12月

3. 学習目標

• グループワークによる作品制作というプロジェクト推進力を身につける

• 課題を発見し解決できるようになる．

• 要素技術を用いたモノづくりをできるようになる．

4. 演習施設

• 大阪大学 創造工学センター

7

https://creatio.eng.osaka-u.ac.jp/device.html


演習の学習目標

1. 作品制作そのものが目的なのではなく，
作品制作というプロジェクトを推進することを目的としている．

演出技法やエレクトロニクスを活用した設計・実装を

プロトタイピングの技法で手早く実証サイクルを回すことで，

1. 概念実証の過程で生じた「課題」を発見できるようになること

2. グループで「課題」を適切に分解し解決するための
時間的・人的・資金的・設備的資源の管理手法

を習得する．
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演習の学習目標

2. 制作対象は作品ではなく「体験」という観点を獲得し，

「体験」を成立させるための演出技法を観察する観点を習得する．

3. 「体験」を成立させるために必要となる要素技術を習得する．

特に，第三者が「体験」可能な作品を構築するための要素技術の

実装方法を習得する．
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IVRCでの発表に向けたスケジュール
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https://ivrc.net/2024/overview/IVRC (Interverse Virtual Reality Challenge) 

https://ivrc.net/2024/overview/


演習のマイルストーン(中間目標)

日付 内容

5/11 【提出】 企画書類初回提出

5/18 【発表会】ペーパープロトタイプ (Paper Prototyping) 発表会．

5/25 【提出】 企画書類最終提出

7/13 【発表会】発表会１ ダーティープロトタイプ 発表会．

8/16 【発表会】発表会２ 夏季集中講義（ 13:30-18:20 ）

9/2 SEED STAGE 体験会 (大阪)

9/14 VRSJ OS

10/19 【発表会】中間発表会

12/7 【発表会】最終発表会
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初回授業のアイスブレイク

アイスブレイクの目的

1. 受講生の間でお互いの興味の方向性を共有する

2. チーム決めに役立てる

初回授業に参加する際に，レポート課題を持参

• 演出という観点を養うことがレポート課題の趣旨

• 好きな作品を選び，どのような演出がなされているかを考察
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授業スライド例

13



Hardware Sketching 
利点と欠点

利点

改良サイクルを早められる

欠点

動作が不安定，運ぶだけで
壊れる

理想的には．．．

電子工作のコツ/
ユニバーサル基板に挑戦
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https://article.murata.com/ja-jp/article/challenge-the-universal-board


Hardware Sketching

演習内で紹介した書籍

what-is-m5stack-07
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https://www.c-r.com/book/detail/1348
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%93%E3%82%8C1%E5%86%8A%E3%81%A7%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B-Arduino%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%98%E3%82%81%E3%82%8B%E9%9B%BB%E5%AD%90%E5%B7%A5%E4%BD%9C-%E8%B6%85%E5%85%A5%E9%96%80-%E6%94%B9%E8%A8%82%E7%AC%AC4%E7%89%88-%E7%A6%8F%E7%94%B0%E5%92%8C%E5%AE%8F/dp/480071267X/ref=pd_vtp_1_sccl_6/358-9600890-9996105?pd_rd_w=cC8U4&pf_rd_p=cbb45385-7b99-44b7-a528-bff5ddaa153d&pf_rd_r=MDP7PMKYJDX50DTS4TR4&pd_rd_r=d88728bf-d2ef-4605-8c7e-93521cd5115a&pd_rd_wg=9aptt&pd_rd_i=480071267X&psc=1
https://www.amazon.co.jp/%E3%81%BF%E3%82%93%E3%81%AA%E3%81%AEM5Stack%E5%85%A5%E9%96%80-%E4%B8%8B%E5%B3%B6-%E5%81%A5%E5%BD%A6/dp/4865942092/ref=pd_sim_2_sccl_4/358-9600890-9996105?pd_rd_w=iUIeQ&pf_rd_p=eecb97d7-c34c-476b-96ca-1f5bc72fd0be&pf_rd_r=C6180ZKCZ5R277Q9KC1X&pd_rd_r=d7c0ba51-8597-45b7-9189-ef1723a1fc56&pd_rd_wg=hYjVD&pd_rd_i=4865942092&psc=1
https://www.amazon.co.jp/dp/489797948X/ref=sspa_dk_detail_3?psc=1&spLa=ZW5jcnlwdGVkUXVhbGlmaWVyPUExQzRKSVJYN1AyS0o2JmVuY3J5cHRlZElkPUEwMzI4OTA0M0NYUlIwN0s4R0xKJmVuY3J5cHRlZEFkSWQ9QTE4S0gyRlE5UjY0R0omd2lkZ2V0TmFtZT1zcF9kZXRhaWwyJmFjdGlvbj1jbGlja1JlZGlyZWN0JmRvTm90TG9nQ2xpY2s9dHJ1ZQ==


３Dプリンタ活用事例

出典 16

https://fabcross.jp/category/make/20201110_x_maker.html


３Dプリンタ [創造工学センター]

QIDI X-Maker stratasys FORTUS 250mc

fig_fortus_250mc

造形サイズ 170×150×150mm 254mm x 254mm x 305mm
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https://creatio.eng.osaka-u.ac.jp/device.html
https://item.rakuten.co.jp/ayard/qidi_technology_x-maker/
https://www.3d-printer.jp/stratasys/product/fortus-250mc.html


３D CAD -
TinkerCAD

1. TinkerCAD – ブラウザベースの3Dモデリングツール

2. 無料で使える3DCADのフリーソフトまとめ 7選

3. 3D CADの基礎知識
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https://www.tinkercad.com/
https://makezine.jp/blog/2011/10/browser-based-3d-modeling-with-tinkercad.html
https://www.google.com/search?q=3d+cad&rlz=1C1CHBD_jaJP813JP818&oq=3d+cad&aqs=chrome..69i57j0i512l9.2431j0j4&sourceid=chrome&ie=UTF-8
https://www.ipros.jp/technote/basic-3dcad/


Unity (Student/Personal 無料)

Unityとはゲーム開発プラットフォーム （開発画面例）
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https://store.unity.com/ja/?gclsrc=aw.ds&ds_rl=1295837&gclid=CjwKCAjwjZmTBhB4EiwAynRmD0oa3oM_OoXNghhRISIHSe-U7incRSSy4ZGwjru5AiOqLvCdh6OVYhoCyOAQAvD_BwE
https://www.sejuku.net/blog/6616


作品例2
2023年度作品紹介
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https://youtu.be/_h1Iz9sDB7M 22

https://youtu.be/_h1Iz9sDB7M


学生による国内発表

IVRC 
SEED Stage

VR学会賞

Unityプラチナ賞

石戸奈々子賞

展示期間 2023/11/18-19
展示場所 東京

2023年度作品
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学生による国内発表

XR Kaigi

U-25ヤングスター部門・優秀賞

展示期間 2023/12/21-22
展示場所 東京

2023年度作品
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学生による国際会議発表
Laval Virtual 2024

展示期間 2024/4/10-12

展示場所 Laval, France

2023年度作品
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受講生の声

• 工学・情報科学に関する知識を習得した学生にとって
「モノづくり」の経験のほとんどが初めてであった

→ ものづくり実践の場を提供できた(教員側の評価) 

• 学生自身の自由な着想(アイデア出し)は，演習内で企画書執筆という
マイルストーンを設けたことで促されたが，過負荷であった

→ マイルストーンの設計に課題が残った

• 理想的な教員との関わり方は，共に作品について考える相談相手である

→ 制作過程に関われていたのではなく，制作結果にコメントしていたか

26



運営上の課題と知見

1. コロナ禍における対処と実態

• チャットツール(Slack)，オンライン会議(学内学習支援システム，
Zoomなど)など，DX化自体に困難・混乱はなかった

• 学生間のオンラインミーティングは比較的建設的に機能した

• メタバース上での集うという習慣は定着していない

• 電子工作・機械工作を伴う技術伝達が困難

2. 支援はどこまですべきか？

• 積極的支援 or 消極的支援

• 教員側で解決すべき「課題」・発見させるべき「課題」の線引き

• チャットツール，オンライン会議などを通して，教員側が積極的に
解決すべき課題か否かを察知することが困難
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おわりに

1. インタラクティブ体験とは？

• 作品と体験者が相互作用することによって得られる体験

• 例えば「バーチャルリアリティ体験」など

2. 体験型の作品を制作する演習授業の紹介

• 狙い：Problem Based Learning

• 学習目標

• チーム作り，運営

3. 成果と課題

• 対外発表の実績

• 受講生の声

• 運営上の課題と知見

28


	既定のセクション
	Slide 1: インタラクティブ体験を創成する モノづくり演習
	Slide 2: 自己紹介
	Slide 3: 本日の内容
	Slide 4
	Slide 5: 作品例1
	Slide 6
	Slide 7: 授業概要：座学を実学に
	Slide 8: 演習の学習目標
	Slide 9: 演習の学習目標
	Slide 10: IVRCでの発表に向けたスケジュール
	Slide 11: 演習のマイルストーン(中間目標)
	Slide 12: 初回授業のアイスブレイク
	Slide 13: 授業スライド例
	Slide 14: Hardware Sketching  利点と欠点
	Slide 15: Hardware Sketching
	Slide 16: ３Dプリンタ活用事例
	Slide 17: ３Dプリンタ　[創造工学センター]
	Slide 18: ３D CAD - TinkerCAD
	Slide 19: Unity (Student/Personal 無料)
	Slide 20: 作品例2
	Slide 21
	Slide 22
	Slide 23: 学生による国内発表  IVRC  SEED Stage
	Slide 24: 学生による国内発表  XR Kaigi   U-25ヤングスター部門・優秀賞  展示期間 2023/12/21-22 展示場所 東京  2023年度作品 
	Slide 25: 学生による国際会議発表
	Slide 26: 受講生の声
	Slide 27: 運営上の課題と知見
	Slide 28: おわりに


